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日常の消費により排出される廃棄物、コーヒー粕 

2 コーヒー粕を持続的に循環させるために 
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 日本のコーヒー消費量 

 日本人は、1週間あたり平均10.62杯（2018年度調査）のコーヒーを飲用している。 

 日本国内のコーヒーの消費量は年間約45～47万トンで推移しており、これは緑茶の約5.7倍に及ぶ。 

 種類別一人１週間あたり杯数 

出典：全日本コーヒー協会 「日本のコーヒーの飲用状況」 
を元にグラフを著者作成 

出典：全日本コーヒー協会「日本のコーヒー受給表」、全国茶生産団体連合会・全国茶
主産府県農協連連絡協議会 「茶類の国内消費量の推移」を元にグラフを著者作成 
コーヒー粕廃棄量 出典：Anna ISHIZUKA他「食品廃棄物の農業利用の可能性につい
て」(Journal of Advanced Science, Vol. 29, 29102 (2017)) 

 日本国内の消費量と廃棄量 
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※「コーヒー粕は粕とおよそ同量の水分を含むことから、 
  コーヒー粕の廃棄量は 90 万トン程度」 



ソリューション①食品リサイクルループ 

3 エネルギー源としての活用は廃棄ゼロに貢献 
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出典：スターバックスコーヒージャパン株式会社「コーヒー豆かすリサイクルループ」、UCC上島珈琲株式会社「UCCのサステナビリティ・資源をムダなく」 
より図を著者作成 
 

 スターバックスコーヒージャパン株式会社 

店舗（事業者） 再生利用事業者 

農業従事者 

 UCC上島珈琲株式会社  

コーヒー粕 肥 料 

野 菜 

群馬工場 肥料製造会社 

農家 

群馬県の 
野菜直売所 
で販売 

群馬県内で循環 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「「再生利用事業計画 (食品リサイクルループ) 」は、「食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律 (食品リサイクル 

法) 」 に基づき、食品リサイクルを推進する上で、食品関連連事業者、再生利用事業者、農林漁業者の3者がリサイクル 

の環を構築し、再生資源を有効に活用する計画を国に申請し、認定を受ける制度」 

飼料化・肥料化２件で認定 

コーヒー粕 飼 料 堆 肥 

ミルク 野 菜 原 料 



ソリューション②生産エネルギーとしてバイオマス利用 

4 多角的な取り組みも重要 
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 石光商事株式会社  UCC上島珈琲株式会社  

コーヒー粕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

バイオマス 
ボイラーで燃焼 

コーヒー粕 
バイオ 
コークス 

コーヒー豆 

製造 

生豆を 
焙煎 

販売 

・バイオコークス約１キロで生豆１０キロが焙煎できる。 
・バイオコークス燃焼時の二酸化炭素は、豆の生育時に光 
 合成で吸収した分が外気に戻るだけなので、排出量ゼロ。 

 コーヒー粕からバイオコークス燃料を
製造する技術を近畿大学と共同開発し、
コーヒー豆の焙煎に使用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：産経新聞「豆かす燃料で焙煎 環境に優しいコーヒーバッグ開発」
（2019.12.24）、石光商事株式会社「焙煎原料について」より図を著者
作成 
 

 ネスレ日本株式会社  

コーヒー粕 

・島田工場…1983年に日本で初めて導入。静岡県「ふじのくに
しずおか次世代エネルギーパーク計画」の協力施設。 
・姫路工場…兵庫県「ひょうごバイオマスecoモデル」登録。
年間エネルギー使用量の約20％を賄う。 

100％燃料化 蒸気を 
熱源利用 

蒸気を 
熱源利用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・滋賀工場・兵庫飲料工場で導入。 
・化石燃料よりも大幅に二酸化炭素を削減。 

出典：UCC上島珈琲株式会社「UCCのサステナビリティ・資源をムダなく」、
ネスレ日本株式会社「日本の取り組み」より図を著者作成 
  



ソリューション③多様な分野での取り組み 

5 持続的に美味しいコーヒーを飲むために 
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 富山県黒部市  UCC上島珈琲株式会社  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・コーヒー粕と麻袋で風合いを活かした社員の名刺を作成 
・ボイラー燃焼後の灰から釉薬を作り信楽焼のカップを販売 

 
 
 
 
 
 
 

出典：黒部市「黒部市下水道バイオマスエネルギー利活用施設」より図を
著者作成 
 

 ネスレ日本株式会社  

出典：UCC上島珈琲株式会社「UCCのサステナビリティ・資源をムダなく」、   
ネスレ日本株式会社「日本の取り組み」より図を著者作成 
写真 出典：写真ＡＣ 
  

コーヒー粕 メタン発酵 

汚泥 

乾燥・燃料化 

・コーヒー粕受入量（2024年度計画値）2,884㎥/年 

下水道バイオマスエネルギー利活用施設 
 
汚泥とコーヒー粕をバイオマスエネル
ギー源として有効利用。 
メタンガスによるボイラー熱で汚泥を乾
燥・燃料化する「自己完結型システム」 
 

 

ボイラー熱 

コーヒー粕 
醸成 

培養土 

・島田工場…島田市内の公園・小中学校へ寄贈 

培養土へリサイクル 
 
 
 
 
 



 酪農家により牛舎の敷料に使用さ

れ、脱臭効果が活かされている。

人間のみならず牛の快適な住環境

にも貢献している。 

 

 

 

 

 

 

まとめ：サステナブルな選択の継続を 
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 さらなる「資源に変えていく」取り組みが求められる 

 コーヒー業界全体の再資源化率は高いが、従来の取り組みの継

続及び循環資源としての活用の幅を広げることが重要である。 

出典：社団法人全日本コーヒー協会「環境自主行動計画」 

再資源化率：98.9％ 
     （2009年度） 
 
「環境自主行動計画」で
コーヒー粕の削減および
有効利用を図る。 

 補足：酪農にも活かされるコーヒー粕 

 全日本コーヒー協会による、業界の「廃棄物排出量・再資源化量の実績」 

出典：環境省「悪臭対応参考事例集～畜産農業編 
～ ５．個別事例 酪農A１～A５」 



サステナブルレポートに関するお問い合わせ先： 
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